
【日時】
令和8年 月 日（金）１ １３時１５分～１６時３０分（受付：１2時50分～）

令和７年度 奈良県インクルーシブ保育推進研修会
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主催：奈良県

令和７年度インクルーシブ保育推進研修会受講申込フォーム

県内の保育施設の皆様が抱える疑問にお応えするため、首都圏を中心にインクルーシブ保育を実践している「どろんこ会」グループの現役の施設⻑をお招きし、具体的な取組や⽇々の実践から得た知⾒をご紹介いただきます。また、障がいのある子どもの就学に向け、基本的な考え⽅や就学までの流れなどについて、県教育委員会の担当者がわかりやすく説明します。障がい児保育のニーズに備えるため、特に施設⻑の皆様にご参加いただきたい内容です。
【内容及び講師】

奈良公園バスターミナル レクチャーホール（〒630-8213 奈良市登大路町76番地）
【対象】

【会場】

下記、QRコード（令和７年度奈良県インクルーシブ保育推進研修会参加申込フォーム）より申込ください。申込締切：令和８年１月５日（月）※奈良県公式ホームページ「奈良県インクルーシブ保育推進研修会からも申込可能
県内の保育所、認定こども園、地域型保育事業所等の施設長及び保育従事者 等県内の市町村保育担当課・障害福祉関係課職員 等※定員２００名（１施設３名まで）

○近鉄をご利用の場合東改札口より、1番出口を出てそのまま東へ徒歩約10分(奈良県庁舎、東隣)○JRをご利用の場合東出口バスターミナルからバスに乗車約10分「県庁前」バス停下車東へ徒歩約３分

（１） 定型発達児・障がい児・発達に気がかりのある子・・・すべての子どもが共に育つ保育とは？（２） ～みんなと混ざって食う寝る遊ぶ～医ケア児保育はなぜ必要か、どう実現するか講 師 ： 社会福祉法人どろんこ会 東大和どろんこ保育園施設長 宮澤 叙栄 氏（３） 障がいのある子どもの就学にあたって大切にしたいこと講 師 ： 奈良県教育委員会特別支援教育推進室係長 宮田 実幸 氏

【問い合わせ先】奈良県こども・女性局こども保育課 TEL：0742-27-8604

研修内容は裏面で紹介しています。

【参加方法】



（１）定型発達児・障がい児・発達に気がかりのある子・・・
すべての⼦どもが共に育つ保育とは︖多動やこだわり、集団活動を嫌がる、発語の遅れなど発達に気がかりのある子との関わりで悩んでいませんか。「加配をつければ解決」というわけでもなく、その特別扱いが子どもの生きる力の成長を阻むことも。加配をつけず全ての子どもが共に育つ保育について、どろんこ会が工夫・実践していることをお話いただきます。

（２）〜みんなと混ざって⾷う寝る遊ぶ〜
医ケア児保育はなぜ必要か、どう実現するか医ケア児の心身の成長を促し、安心して子どもを生み育てられる社会づくりを目指して令和３年に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律（医療的ケア児支援法）」が成立しました。医療技術の進歩により在宅で生活する医ケア児も増え、保育園での医ケア児受け入れのニーズも高まり続けています。一方で、施設環境や運営面で不安を感じる事業者も少なくありません。医ケア児受け入れの考え方と実現方法、受け入れ時の不安をどのように解消していったのか、社会的意義と事業の継続性について、どろんこ会現役施設長に実体験を踏まえてお話いただきます。

（３） 障がいのある⼦どもの就学にあたって⼤切にしたいこと障がいのある子どもを受け入れている園におかれましては、就学にあたり、本人や保護者に丁寧にサポートしていただいているかと思います。保護者は市町村教育委員会の担当者等と相談しながら就学の準備を進めていきます。その際、保育施設等職員も含め、周りの関係者がどのように関わっていけば良いか、就学に向けた基本的な考え方や就学の流れなど県教育委員会担当者が丁寧に説明します。

研修内容を少しご紹介します。


